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オ
ホ

-
こ
穴

大
使
と
い
ひ
、
そ
れ
よ
り
少
闘
争
・
運
搬
す
る
も
の
を

4
r
a
'
d
v肯
ヒ

中
使
叉
は
中
荷
物
と
い
号
た
。
後
に
大
使
は
止
ん

で
、
京
都
中
使
及
び
江
戸
中
荷
持
に
合
同
し
た
。

オ
ホ
ツ
カ
ヤ
ゴ
ダ
ユ
ウ
大
塚
珊
五
太
夫
元
隊

八
年
失
庄
太
夫
越
知
の
中
百
五
十
石
を
捜
ぎ
、
定
検

地
翠
行
・
殴
作
奉
行
に
限
任
し
、
事
保
十
年
罫
.
十
石

を
加
へ
、
覚
保
三
年
七
十
六
践
を
以
て
夜
し
た
。

オ
ホ
ヅ
カ
ヤ
マ
大
塚
山
風
辛
一
部
澗
，
上
邸
務
の

東
南
に
あ
る
山
。
高
さ
四
八
二
米
。

オ
ホ
ヅ
キ
大
槻
路
島
郷
一
背
庄
に
鴎
す
る
部

務。
オ
ホ
ツ
キ
ウ
ヂ
テ
イ
大
槻
氏
邸
腰
掛
冊
前
ま
で

は
、
金
谷
門
の
前
な
る
路
傍
に
古
松
四
株
あ
っ
て
、

そ
れ
が
大
槻
朝
元
邸
前
の
松
で
あ
っ
た
と
い
は
れ
て

民
た
。
古
老
の
惇
設
に
、
文
政
武
年
務
校
が
こ
の
地

に
移
縛
し
た
が
、
そ
の
以
前
は
大
槻
屋
政
と
縛
し
て
、

泉
水
築
山
の
跡
が
あ
り
、
前
線
生
ひ
茂
っ
て
漸
〈
細

道
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。
か
の
古
松
は
騒

務
の
際
伐
り
去
ら
れ
た
。

オ
ホ
ツ
キ
ケ
ン
プ
ン
ロ
タ
大
槻
見
開
銀
ご
加
。

一
名
金
城
餓
秘
録
。
前
問
吉
徳
の
潟
巨
大
槻
朝
元
生

援
の
こ
と
を
把
し
、
序
に
明
和
午
の
水
無
用
務
東
の

隠
者
之
を
脅
す
と
あ
る
。

オ
ホ
ツ
キ
シ
チ
ロ
ザ
Z

号
ン
大
槻
七
郎
左
衛
門

七
左
衛
門
の
子
。
大
槻
朝
元
の
長
兄
。
正
徳
四
年
交

に
代
っ
て
御
持
弓
足
縄
と
な
り
、
次
い
で
小
顕
に
准

み
、
亭
保
九
年
九
周
御
細
工
人
に
樽
じ
て
四
十
俵
を

受
け
、
十
年
五
周
六
組
御
歩
五
十
依
と
な
り
、
十
九

年
十
ご
月
新
知
百
一
一
一
十
石
を
受
け
て
新
番
を
命
ぜ
ら

れ
、
寛
保
三
年
二
周
百
石
を
加
へ
組
外
に
列
し
、
覧

延
元
年
二
周
残
し
た
。

オ
ホ
ツ
キ
ス
ケ
カ
タ

言
ふ
の
は
、
昌
言
の
焚
彦
右
衛
門
近
知
が
鳩
誕
の
妹
一
品
名
は
現
に
痕
跡
や
・
存
す
る
大
油
入
江
の
澗
大
に
し

を
婆
っ
て
生
ん
だ
子
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
初
め
一
て
、
こ
の
部
務
が
前
海
の
港
織
で
あ
っ
た
に
よ
る
と

聾
潟
御
用
の
職
脅
奉
じ
て
俸
十
読
人
扶
持
脅
受
け
た
一
い
ふ
。
能
骨
名
跡
志
に
、
『
此
延
臼
は
徳
川
佐
渡
守
と

が
、
享
保
十
年
突
の
夜
後
そ
の
泊
知
百
石
ゃ
.
製
ぎ
、
一
い
ひ
し
領
中
.
あ
り
し
始
、
諸
事
叩
出
土
し
て
肪
着
な
る

十
三
年
に
は
御
鶴
物
奉
行
と
在
り
、
覚
延
元
年
に
は
一
故
大
・
時
悼
の
名
あ
り
。
佑
渡
守
城
跡
は
、
少
し
山
手
則

俸
七
十
石
脅
加
へ
て
改
作
奉
行
に
勝
じ
た
。
幼
に
し
一
徳
川
村
ハ
羽
咋
郡
)
と
い
」
に
在
り
。
叉
大
楠
村
に
大

て
紳
倍
、
十
二
三
歳
の
時
阪
に
静
〈
務
や
・
作
旬
、
後
一
野
氏
山
廻
役
あ
り
。
』
と
あ
る
。
大
詰
か
ら
割
羽
咋
郡
安

に
六
経
を
研
縛
し
て
義
理
そ
明
断
に
し
、
大
感
の
徴
一
都
民
港
に
来
る
聞
は
、
そ
の
航
離
八
粁
こ
に
過
ぎ
ぬ

回
目
を
剖
椋
し
て
、
そ
の
説
〈
所
往
々
鳩
削
恨
の
右
に
出
一
か
ら
、
事
保
巾
.
こ
a
h

に
泌
削
や
・
閲
略
せ
ん
と
す
る
の

で
、
途
に
前

m宗
民
・
貰
照
の
侍
誠
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
一
計
横
が
あ
り
、
明
治
六
年
石
川
腐
令
内

m政
風
も
亦

箆
陪
=
一
年
六
十
一
歳
脅
以
て
夜
。
門
人
印
牧
直
道
・
一
之
に
者
円
し
た
が
、
終
政
一
一
一
白
敏
十
嵐
闘
を
嬰
す
る

加
藤
健
寅
等
そ
の
純
文
や
・
締
め
て
雲
疑
知
治
稿
=
一
審
一
と
の
こ
と
で
官
行
に
.
宇
一
ら
な
か
っ
た
。

と

し

た

。

一

オ

ホ

ヅ

大

津

羽

咋

郡

鮒

松

院

に

臨

す

る

部

務

。

オ
ホ
チ
マ
ザ
ナ
リ
大
地
昌
業
活
掛
茂
右
衛
門
・
一
オ
ホ
ツ
ア
キ
ヒ
回
大
津
章
鹿
得
削
文
部
貞
腿

助
七
。
昌
言
の
養
子
。
貸
桝
三
年
也
知
百
七
十
石
や
一
一
五
年
b
M
の
者
割
賦
に
、
能
殺
同
得
制
次
郎
左
衛
門

襲
ぎ
、
御
馬
廻
に
班
し
、
御
欝
物
奉
行
・
殴
作
奉
行
一
入
謎
索
、
読
の
代
官
大
路
次
郎
太
郎
武
鹿
が
凶
徒
退
治

に
瞭
任
し
、
実
明
=
一
年
九
月
ご
十
日
況
十
一
一
歳
そ
以
一
の
錫
桃
井
兵
忠
大
輔
に
邸
し
て
大
和
に
波
向
し
た
と

て
夜
し
た
。
織
閣
総
百
節
の
務
が
あ
る
。
一
あ
る
。
大
様
蛍
脆
は
鹿
島
郡
大
掛
村
に
時
仲
比
し
た
人

オ
ホ
チ
マ
ザ
ユ
キ
・
大
地
昌
之
逝
都
大
破
。
一
一
で
あ
ら
号
。

部
捜
倶
。
縫
殿
左
衛
門
文
貨
の
子
。
交
政
武
年
九
周
一
オ
ホ
ツ
カ
大
塚
羽
咋
榔
羽
咋
跡
祉
の
境
内
に

皐
校
の
説
師
脅
命
ぜ
ら
れ
、
十
一
日
平
七
月
隊
三
百
七
一
あ
る
前
方
後
間
墳
で
、
大

E
六
年
九
月
石
街
別
命
の

十
石
を
襲
い
で
組
外
に
列
L
、
次
い
で
大
小
将
組
に
一
御
惑
と
治
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

湿
り
、
叉
加
州
都
奉
行
と
な
り
、
天
保
十
年
十
ご
周
一
オ
ホ
ツ
カ
イ
キ
大
塚
霊
肢
初
め
て
前
倒
利
常

廿
入
日
四
十
四
践
を
以
て
残
し
た
。
一
に
仕
へ
、
三
千
石
や
・
領
し
、
御
馬
廻
顕
・
御
旗
奉
行

オ
ホ
チ
ョ
ウ
マ
ツ
大
帳
松
江
沼
郡
山
代
に
あ
一
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
子
深
桝
鑓
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

っ
た
。
江
沼
志
稿
に
、
大
帳
松
は
女
松
で
、
円
廻
り
一
オ
ホ
ツ
カ
タ
テ
ハ
キ
大
塚
帯
刀
前
倒
利
常
に

八
尺
、
奨
直
で
、
一
の
技
ま
で
十
開
詐
、
枝
髭
り
傘
一
仕
へ
、
大
坂
一
舟
役
に
惣
構
で
首
一
つ
を
媛
、
三
百
石

の
知
し
と
あ
る
。
大
帳
松
は
御
帳
松
の
識
で
、
務
の
一
脅
領
し
た
。
子
孫
桐
篇
い
で
務
に
仕
へ
る
。

簿
珊
に
費
録
苛
ら
れ
て
ゐ
る
意
で
あ
ら
号
。
一
オ
ホ
ツ
.
ガ
ハ
大
津
川
邸
島
都
徳
間
領
か
う
ち

オ
ホ
チ
ョ
ウ
ヤ
マ
大
長
山
能
美
郡
風
嵐
谷
の
一
か
ら
流
出
で
、
大
樟
の
領
海
に
務
ち
る
。
流
棋
王
粁

南
方
越
前
の
凶
境
に
在
。
、
古
く
は
臆
頂
山
と
も
一
流
許
。

書
〈
。
高
さ
一
六
七
ご
米
。
山
静
輝
石
安
山
岩
。
一
オ
ホ
ヅ
カ
ヒ

政
十
年
五
周
二
十
三
日
江
戸
に
生
ま
れ
、
幼
よ
り
家

患
を
受
け
、
務
を
醤
〈
し
、
書
簡
に
巧
み
で
あ
っ
た
。

弊
年
に
及
び
古
筆
了
伴
に
嫁
し
た
が
、
後
離
別
し
て

尼
と
な
b
、
元
貞
の
金
・
揮
に
移
っ
た
時
之
に
随
ひ
、

安
政
コ
一
年
四
周
五
日
夜
し
た
。
享
年
五
十
九
0

・虫魚

寺
に
抑
っ
た
。
そ
の
箸
に
閥
番
待
稿
鍛
容
が
あ
る
。

オ
ホ
タ

9
ゴ
ウ
大
足
郷
珠
洲
郡
の
古
郷
名
。

和
名
抄
に
は
削
が
な
い
が
、
オ
ホ
タ
り
と
削
む
の
で

あ
ら
号
。
叉
和
名
抄
一
本
に
大
一
昆
に
作
る
も
の
も
あ

る
が
非
で
あ
る
。
一
設
に
今
の
大
谷
で
あ
ら
ろ
と
い

'
M
m
 

ひ
、
叉
太
多
の
朝
間
字
で
、
直
郷
で
あ
ら
う
と
殻
〈
も

の
も
あ
る
が
祥
か
で
な
い
。

オ
ホ
ダ
ワ
ダ
-
-
大
田
和
谷
能
奨
郡
杖
の
南
方

襟
谷
で
、
そ
の
水
杖
川
に
注
ぐ
。

オ
ホ
チ
ア
ヤ
ヨ
シ
大
地
支
費
遺
稿
文
作
・
照
之

助
・
限
左
衛
門
・
縫
殿
左
衛
門
。
字
は
伯
政
・
拙
開
、
恕

腐
と
蹴
し
た
。
天
明
五
年
養
失
千
吉
の
越
知
一
一
一
の
一

を
受
け
、
寛
政
三
年
本
知
百
七
十
石
に
復
し
、
九
年

大
小
持
前
回
mm鹿
御
抱
守
と
な
っ
て
か
ら
諾
職
に
歴

任
し
、
交
政
元
年
百
石
を
加
へ
、
=
一
年
叉
百
石
を
加

へ
て
、
食
線
三
百
七
十
石
に
障
っ
た
。
文
賓
傍
ら
詩

書
を
好
ん
で
市
河
寛
粛
・
大
窪
詩
悌
・
頑
原
五
岳
と
唱

酬
し
、
谷
文
晃
の
門
人
と
な
っ
て
舗
を
能
〈
し
、
清

人
直
可
亭
の
風
に
倣
っ
て
最
も
墨
闘
に
巧
で
あ
っ

た
。
文
政
十
年
十
ご
周
一
一
一
日
五
十
一
践
に
て
授
。

オ
ホ
チ
チ
カ
ト
モ
大
地
近
知
遺
構
彦
右
衛
門
。

矢
田
県
純
鋭
甫
粛
の
時
初
め
て
前
回
綱
紀
に
仕
へ
た
。

貞
享
元
年
近
知
そ
の
様
を
襲
い
で
百
石
を
領
し
、
次

い
で
室
鳩
巣
の
妹
を
喪
っ
て
妻
と
し
、
事
保
十
年
六

周
十
七
日
江
戸
に
裂
し
た
。
享
年
六
十
六
。

オ
ホ
チ
マ
サ
ト
キ
大
地
昌
言
字
は
士
命
、
一

字
は
行
甫
。
通
濡
新
人
郎
。
東
川
・
遜
腎
・
諺
荷
・
奨


